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耶馬溪の山あいで健康米の田植え真っ盛り
（写真は樋山路地区の吉原和泉さん）



ー
・
ジ
ー
ズ
と
い
い
ま
す
。

　

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
に
ま

と
め
ら
れ
た
17
の
目
標
と
そ
れ
ら
を

達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
１
６
９

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

「
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な

い
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
世
界
規

模
で
問
題
と
な

っ
て
い
る
貧
困

や
飢
餓
、
健
康

や
教
育
、
環
境
、

気
候
変
動
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
問

題
な
ど
の
解
決

に
向
け
て
、
２

０
３
０
年
の
達

成
を
目
指
し
て

世
界
中
の
多
く

の
企
業
や
団
体

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

掲
げ
、
達
成
を

め
ざ
し
て
い
ま

す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

掲
げ
ら
れ
た
目

標
は
、
「
食
は

命
」
を
掲
げ
、

こ
れ
ま
で
安

全
・
安
心
の
生

コ
ロ
ナ
禍
で
再
認
識
さ
れ
る

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
「
家
族
農
業
10
年
」

代
表
理
事
組
合
長　

矢
　
﨑
　
和
　
廣

②

ど
ち
ら
も
国
連
で
採
決

　

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
」
は
、
２
０
１
５
年
９
月
の

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、
「
家
族
農
業
10

年
」
は
２
０
１
７
年
12
月
の
国
連
総

会
に
て
そ
れ
ぞ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
１
６
年
か
ら
２

０
３
０
年
ま
で
の
15
年
間
で
達
成
す

る
た
め
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
で
あ
り
、

家
族
農
業
10
年
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
に

あ
る
貧
困
や
飢
餓
の
撲
滅
と
い
う
目

標
達
成
に
向
け
て
、
そ
の
名
の
通
り

２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
８
年
ま
で

の
10
年
間
で
家
族
農
業
と
い
う
持
続

性
の
あ
る
農
業
形
態
に
注
目
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
組
方

針
」
決
定

　

農
協
系
統
組
織
と
し
て
も
、
Ｊ

Ａ
全
中
が
５
月
理
事
会
に
お
い
て
、

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
組
方

針
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
基
本
的

な
考
え
方
を
整
理
し
た
中
で
、
①
今

後
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
各
組
織
に
お
い

て
個
性
あ
る
取
り
組
み
を
す
す
め
て

い
く
に
あ
た
っ
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
、
②
取
り
組
み
を
対
外
的
に
積
極

的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
、

「
私
た
ち
農
協
の
事
業
や
活
動
が
与

え
る
多
面
的
な
影
響
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
地
球
的
視
野
に
立
ち
、
地
域

社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
、
組

織
・
事
業
・
経
営
の
革
新
を
は
か
り
、

社
会
的
役
割
を
誠
実
に
果
た
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
各
々
の
置
か

れ
た
環
境
を
踏
ま
え
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
に
向
け
て
、
事
業
・
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
」
と
高
々

に
宣
言
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標
の
略
称
で
、
エ
ス
・
デ
ィ

産
に
よ
る
「
産
直
運
動
」
に
取
り
組

ん
で
き
た
下
郷
農
協
に
通
じ
る
も
の

が
あ
り
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
同
じ
と

い
う
点
で
も
一
つ
で
も
多
く
目
標
を

達
成
す
べ
く
努
力
し
て
い
き
ま
す
。



③

食
料
の
８
割
は
家
族
農
業
で
生
産

　

家
族
農
業
10
年
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

中
で
も
一
つ
目
二
つ
目
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
貧
困
や
飢
餓
の
撲
滅
と
い
う

こ
と
か
ら
、
家
族
農
業
に
注
目
し
、

ま
た
家
族
農
業
こ
そ
世
界
の
食
を
守

り
抜
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

「
家
族
農
業
」
と
は
、
労
働
力
の

大
部
分
を
家
族
労
働
力
で
ま
か
な
っ

て
い
る
農
業
の
事
で
、
世
界
の
食
料

の
８
割
は
家
族
農
業
の
生
産
で
ま
か

な
わ
れ
て
お
り
、
世
界
中
の
食
卓
を

守
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

た
だ
、
日
本
で
も
家
族
農
業
は
農

業
の
中
心
的
形
態
で
は
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
の
農
業
政
策
な
ど
に
よ
り

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

一
方
で
補
助
金
な
ど
も
優
遇
さ
れ

る
中
、
大
規
模
農
業
は
急
速
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
化
の
中
で
は
生
産
者
は
ご

く
わ
ず
か
と
な
り
、
気
が
つ
け
ば
地

域
に
人
が
居
な
く
な
っ
て
い
た
と
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
で
見
直
さ
れ
る
価
値

　

そ
の
よ
う
な
中
、
持
続
可
能
な
未

来
を
つ
く
る
た
め
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
家

族
農
業
10
年
の
取
り
組
み
は
、
今
後

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

特
に
、
家
族
農
業
や
小
農
を
営
む

人
と
地
域
で
働
く
人
た
ち
が
一
緒
に

な
っ
て
、
地
域
や
地
域
経
済
を
考
え

て
行
く
と
い
う
風
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

最
近
「
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
」
と
い

う
番
組
が
高
視
聴
率
を
獲
得
し
人
気

番
組
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に

田
舎
に
住
み
、
先
祖
代
々
の
家
や
農

地
を
守
る
た
め
「
自
給
自
足
」
や

「
地
産
地
消
」
な
ど
を
し
な
が
ら
、

前
向
き
に
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

な
ど
殆
ど
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
う
い
う
所
に
魅
力
や
理
想
を
感

じ
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
が
関
心
を
持

っ
て
観
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
し
、

ま
さ
に
、
そ
こ
に
持
続
可
能
な
未
来

を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

消
費
者
と
の
収
穫
の
喜
び
を
励
み
に

下
郷
麦
部
会
が
麦
刈
り

　

下
郷
麦
部
会
で
は
６
月
６
〜
７
日

に
麦
刈
り
を
し
ま
し
た
。
今
年
は
天

候
の
関
係
で
例
年
よ
り
一
週
間
ほ
ど

早
く
収
穫
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
89
袋
（
30
キ
ロ
袋
）
と
過

去
最
低
の
収
穫
量
で
し
た
が
、
今
年

は
若
干
多
く
１
１
９
袋
の
小
麦
が
収

穫
で
き
ま
し
た
。

　

無
農
薬
で
小
麦
を
生
産
す
る
こ
と

は
非
常
に
手
間
が
掛
か
り
ま
す
が
、

苦
労
し
て
栽
培
し
た
分
、
そ
れ
以
上

の
価
値
と
思
い
の
こ
も
っ
た
小
麦
を

消
費
者
の
方
々
へ
お
届
け
出
来
る
こ

と
は
、
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
非
常
に

嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
毎
年
多
く
の
方
に
ご
来
場

頂
い
て
い
た
「
そ
う
め
ん
流
し
交
流

会
」
が
中
止
と
な
り
非
常
に
残
念
で

す
が
、
生
産
者
と
消
費
者
が
繋
が
り
、

大
地
の
恵
み
に
感
謝
し
収
穫
の
喜
び

を
共
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
励
み
に
、

こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
な
小
麦
の

生
産
に
頑
張
り
ま
す
。

（
下
郷
麦
部
会
メ
ン
バ
ー
・

中
島
真
誠
）

▶
収
穫
作
業
を
す
る
メ
ン
バ
ー
の
相
良
睦
さ
ん



④

令和２年度の
熱中症予防行動

新しい生活様式における熱中症予防行動のポイント
身体的距離確保・マスクの着用・手洗い・３密を避ける・熱中症予防
⑴暑さを避けましょう
　・エアコンを上手に利用しましょう。　・涼しい服装にしましょう。
　・感染予防のため、換気しましょう。
⑵適時マスクは外しましょう
　・気温・湿度の高い中でのマスク着用は、要注意！
　・屋外で十分な距離（２メートル以上）を保てば、マスクは外しましょう。
　・マスクをしている時は、負荷のかかる作業はやめましょう。
⑶こまめに水分補給しましょう
　・のどが渇く前に、水分補給！　・１日当たり１～２ℓを目安に、水分補給！
　・汗をかいたら、塩分補給も忘れずに！
⑷日頃から健康管理をしましょう
　・日頃から体温測定・健康チエック！　・体調が悪い時は無理せずに！
⑸暑さに備えた体力作りをしましょう
　・水分補給しながら涼しい時間に、適度な運動を！　・運動や作業は、30分程度でやめましょう。

＊高齢者・子供は、熱中症にかかりやすいので、特に気をつけましょう。（厚生労働省より）
下郷診療所(℡56-2361）

デ
イ
ケ
ア
元
気
村
に
Ｊ
Ａ
共
済
連
が
マ
ス
ク

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で
介
護
従
事
者
へ

　

６
月
12
日
に
下
郷
診
療
所
デ
イ
ケ

ア
元
気
村
は
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
Ｊ
Ａ
共
済
連

か
ら
マ
ス
ク
１
，
０
０
０
枚
を
受
贈

し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
受

け
、
高
齢
者
の
生
活

支
援
の
み
な
ら
ず
地

域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
・
接
点
づ

く
り
の
場
と
な
る
介

護
事
業
所
の
運
営
を

支
援
し
、
最
前
線
で

働
く
従
事
者
の
感
染

予
防
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

共
済
連
の
委
託
を

受
け
た
Ｊ
Ａ
大
分
中

央
会
職
員
か
ら
マ
ス

ク
を
受
け
取
っ
た
下

郷
診
療
所
の
若
山
所

長
は
、
「
ワ
ク
チ
ン

が
出
来
る
ま
で
、
ま

だ
し
ば
ら
く
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
影
響
は
続

く
の
で
大
変
あ
り
が
た
い
、
地
域
医

療
を
守
る
た
め
有
効
に
使
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

マスクを受け取る若山下郷診療所長と介護福祉士の佐竹エミさん



⑤

あぐりレポート「営農の架け橋」

健康米生産組合
吉原和泉さん・明子さん

地域で営農に取り組まれている生産者を地域で営農に取り組まれている生産者を地域で営農に取り組まれている生産者を
取材させて頂き、こだわりや苦労話など、取材させて頂き、こだわりや苦労話など、取材させて頂き、こだわりや苦労話など、
現場の声を消費者へお届けします。現場の声を消費者へお届けします。現場の声を消費者へお届けします。

健康米の田植えをする吉原和泉さん・明子さん

　下郷農協から樋山路地区の谷間を車でどんど
ん登って行くと、詰めにあたる両畑集落の一番
奥に吉原和泉さんのお宅があります。
　その先はもう車が通れる車道はありません。
　標高877ｍの樋桶山（ひおけやま）の麓にあ
るこの集落の水田は、朝日が良く当たり山の湧
き水も豊富な好条件ながら傾斜が激しく畦畔の
幅は下郷地区でも一・二を争うほど広がってい
ます。（草刈り作業は何往復するのでしょうか
･･･？）
　以前はこの集落まで路線バスも一日１～2便
走っていて子ども達や農業後継者もいましたが、
今は少子化などで路線バスも廃止され、農業後
継者も少なくなったようです。
　吉原和泉さん（69歳）・明子さん（69歳）
ご夫婦は、「いつまで農業を続けられるか分か
らないが、集落の荒廃地を見るのは忍びない」
と集落内で耕作できなくなった水田を借り受け、
健康米の作付をしています。
　一昨年は50㌃、昨年は20㌃、今年は60㌃を借
り受け、持田と合わせて約180㌃の水田で健康米を栽培しています。
　「一昨年までは合鴨を使って除草作業を行う無農薬米栽培にも取り組んできたが、
大きくなった合鴨の引き取り先が無くなったことから断念した。それでもまた除草剤
を使わない無農薬米栽培に再度挑戦したい。」と話してくれました。



⑥



⑦



⑧

購買ふれあいの店

　

過
去
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し

た
現
象
に
つ
い
て
、
気
象
庁
で
は
名

称
を
付
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
西

日
本
を
中
心
に
各
地
で
記
録
的
な
大

雨
と
な
っ
た
「
平
成
30
年
７
月
豪

雨
」
、
福
岡
県
や
大
分
県
で
同
じ
よ

う
な
場
所
に
活
発
な
積
乱
雲
が
懸
か

り
続
け
た
「
平
成
29
年
７
月
九
州
北

部
豪
雨
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
、
７
月
に
は
、
２
０
１
５
年
、
２

０
１
４
年
に
も
台
風
と
梅
雨
前
線
に

よ
る
大
雨
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
平
成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
」

や
「
平
成
23
年
新
潟
・
福
島
豪
雨
」

と
、
７
月
は
毎
年
の
よ
う
に
大
雨
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
梅
雨
前
線
が
本
州

の
近
く
に
停
滞
し
、
夏
の
高
気
圧
を

上
回
る
非
常
に
湿
っ
た
空
気
が
入
り

や
す
い
時
期
で
す
。
台
風
が
南
の
海

上
に
あ
る
と
、
い
っ
そ
う
湿
っ
た
空

気
を
も
た
ら
し
、
大
雨
災
害
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
い
ま
一
度
、

土
砂
災
害
や
洪
水
の
危
険
が
あ
る
場

所
、
危
険
が
迫
っ
た
ら
ど
う
す
る
か

な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

７
月
は
大
雨
災
害
多
い

気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）
●
檜
山
靖
洋

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

買
物
袋
（
い
わ
ゆ
る

レ
ジ
袋
）
の
有
料
化

が
、
７
月
１
日
か
ら

全
国
一
律
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
問
題
や
地
球

地
球
に
や
さ
し
い
社
会
へ

エ
コ
バ
ッ
グ
は
い
か
が
！
？

温
暖
化
な
ど
の
解
決
に
向
け
た
第
一

歩
と
し
て
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
通

じ
て
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
な
ど
消

費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
を

促
す
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

購
買
ふ
れ
あ
い
の
店
は
す
で
に
、

農
協
女
性
部
の
環
境
へ
の
取
り
組
み

や
１
９
９
５
年
の
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
制
定
、
２
０
０

６
年
の
法
改
正
等
を
契
機

に
マ
イ
バ
ッ
グ
の
推
奨
と

レ
ジ
袋
の
有
料
化
（
一
枚

５
円
と
３
円
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
機
会

に
再
度
「
地
球
に
や
さ
し

い
社
会
」
の
実
現
め
ざ
し
、

「
環
境
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
」
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

店
頭
で
は
各
種
エ
コ
バ
ッ
グ
を
販

売
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

次世代への保障提供
共済・ギフト推進大会で決起
　６月17日、農協本所会議室で
「２０２０年度共済・ギフト推
進大会」を開催しました。
　大会では矢﨑組合長が、組合
員への共済保障や消費者へのギ
フト推進の意義について挨拶、
続いて共済部玉麻課長より３ヵ
年普及活動計画の２年目として
次世代への保障提供を強化する
ことを重点取組み課題と位置づ
けた２０２０年度の推進方針に
ついて説明、指導販売部・松岡
課長の発声でがんばろう三唱を
行いました。
　今年度も組合員へ「ひと・い
え・くるま」の総合保障をご提
供いたしますので、宜しくお願
い致します。

みんなで目標達成に向け「ガンバロー」

環境のためにエコバッグをどうぞ

中津市プレミアム商品券の
取扱いをしています。

取扱期間：
令和２年７月15日㈬～
令和３年２月28日㈰　

『
土
用
の
丑
の
日
』

＊
ウ
ナ
ギ
蒲
焼
の
予
約
受
付
中
！

　

詳
し
く
は
店
頭
で
。



⑨

理事会だより
　５月27日、第２回定例理事会を開催しましたので、議案および協議内容の一部概要をお知らせし
ます。

報告事項　①監事決算監査結果概要について
　　　　　②第72回通常総会の運営について
　　　　　③その他

第一号議案：４月決算承認の件について

・報告事項の監事決算監査結果概要については、2020年５月14.15.18日の３日間、2019年度決算に
係る監事監査が行われ、農家・組合員の営農全般、農協内部統制等についての指摘や、決算修正
に伴い税引前当期利益金を3,718千円で計上する内容が報告されました。
・第一号議案の４月決算承認の件については、事業利益△3,337千円の計画に対し△2,375千円でマ
イナスながら962千円の達成となりました。事業利益は計画対比で収益部門のうち牛乳1,168千
円・販売872千円・購買636千円・診療所563千円等が達成、食肉1,066千円・惣菜370千円等が未
達成となりました。

名　　　前：有馬 利江
所 属 部 署：企画部（お客様センター）
出  身  地：福岡県築上郡上毛町
マイブーム：ヨガ、読書、家庭菜園（キューリ・レタスなど夏野菜栽培中！）
組合員への一言：
以前から時々お店を利用していましたが、あこがれの下郷農協に入れて
嬉しいです。どうぞよろしくお願いします。

名　　　前：石橋 寛人
所 属 部 署：指導販売部（野菜担当）
出  身  地：北九州市八幡西区（現在は本耶馬渓町折元在住）
マイブーム：お米づくりに挑戦中(百姓一年生！)、ジョギング（フルマラソン３回完走）
組合員への一言：
農業に興味がありますが、知識が少ないので組合員の方々に教えてもら
いながら頑張りたいと思います。

人事異動
【異動】
・５月１日付けで古賀千尋（管理部付・信連下郷出張所出向）が、共済部主任に異動・昇格しました。
【退職】
・５月31日付けで松尾彩花（共済部）、６月30日付けで森山晃之介（指導販売部）が、一身上の都合に
より退職しました。
【採用】
・６月１日付けで石橋寛人（本耶馬渓町在住）を採用し指導販売部へ、有馬利江（築上郡上毛町在住）
を採用し企画部へ、それぞれ配属しました。
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タ
テ
の
カ
ギ

１　

セ
ー
フ
で
は
な
く
て

４　

赤
い
顔
を
し
て
郵
便
物
を
の
み
込
み
ま
す

７　

漂
白
や
殺
菌
に
用
い
る
白
い
粉

９　

タ
コ
や
イ
カ
が
吐
き
ま
す

10　

銃
の
こ
と
。
モ
デ
ル
―
―

11　

土
用
の
丑
（
う
し
）
の
日
に
よ
く
食
べ
ら

れ
ま
す

13　

冷
や
し
中
華
に
添
え
る
黄
色
い
薬
味

15　

水
稲
が
育
つ
場
所

16　

雨
や
日
光
を
遮
る
た
め
に
差
し
ま
す

17　

―
―
眼
鏡
、
―
―
巻
き

18　

寺
社
を
巡
っ
て
集
め
て
い
る
人
も
い
ま
す

20　

畳
表
に
も
使
わ
れ
る
植
物

21　

目
か
ら
ぽ
ろ
り
と
落
ち
る
こ
と
も

ヨコのカギ
１　夏の夜明けにラッパ形の花を咲かせます
２　元素記号はU。『鉄腕アトム』ではアトム
の妹の名前になっています

３　誕生日が来ると一つ取ります
５　この全自動洗濯機のコース運転は、洗い
　　→ ―― →脱水と進みます
６　起業して巨万の――を得た
８　カメが日当たりのいい場所に出ています
12　「有りの実」と呼ばれることもあります
13　スチールやアルミに分けてリサイクル
14　北海道和種という馬の俗称
15　障子やふすまなどのこと
16　エジプトの首都
17　自動車を数えるときに使う言葉
19　義を見てせざるは――無きなり

パ
ズ
ル
？
　
頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

解
答
は
次
号
で

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数

字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太

線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ

ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い

ず
れ
に
も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず

つ
入
り
ま
す
。

数
独
（
す
う
ど
く
）

応
募
方
法

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

ＱＱＱ

先月号のこたえ

先月号のこたえ

⑩

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
そ

れ
ぞ
れ
一
名
、
下
郷
農
協
の
商
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
は
二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
日

（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

　
　

（
パ
ズ
ル
？　

頭
の
体
操
の
場
合
）

　
　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え　

数
字
の
合
計

　
　

（
数
独
の
場
合
）

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

以
上
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
―
〇
四
三
一

　

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町　

大
字
大
島

　

二
一
五
―
四

　

下
郷
農
協　

企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は

　

〇
九
七
九
―
五
六
―
二
八
八
九

＊
個
人
情
報
は
他
者
へ
の
開
示
は
一
切
致

し
ま
せ
ん
が
当
選
者
の
み
紙
面
で
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
選
者
に
は
農
協
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

先月号のこたえ　「イチジク」
当選者

北九州市八幡東区　原　貞子 様

先月号のこたえ　①＋⑥＝7
当選者

福岡県朝倉郡筑前町　砥綿功二 様

ふれあいの店に応募箱を
設置しています。
たくさんのご応募

お待ちしています!!




